
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

H29
「常盤通佐間線」早期事業化に向け、要望を継続す
るとともに事業主体である埼玉県と連携し課題解決
の方向性を検討する。

変更なし
県に対し早期事業化の要望を行うとともに、県と事業
化に向け課題の整理を実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 休止

 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H27

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて、埼玉県に
早期整備促進に係る要望活動等を実施する。
「常盤通佐間線」早期事業化に向け、要望を継続す
るとともに事業主体である埼玉県と連携し課題解決
の方向性を検討する。

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて早期整備促進
のため、要望活動を実施した。
　（参考：進捗状況）北進大橋上部工築造工事
［常盤通佐間線］県に対し早期事業化の要望を行っ
た。また、公有地の拡大の推進に関する法律の規定に
基づき先行用地買収を実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H28

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて、埼玉県に
早期整備促進に係る要望活動等を実施する。なお、
当事業は平成28年10月に道路治水課に事務移管す
る。
「常盤通佐間線」早期事業化に向け、要望を継続す
るとともに事業主体である埼玉県と連携し課題解決
の方向性を検討する。

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて早期整備促進のため、要
望活動を実施した。また、10月には本事務を道路治水課へ移管し
た。
（参考：進捗状況）北進大橋取付道路工事、道路改良工事、標識
工事
［常盤通佐間線］県に対し早期事業化の要望を行った。また、公
有地の拡大の推進に関する法律の規定に基づき先行用地買収を実
施した。

H26

「停車場酒巻線BP」地元協議会を通じて、埼玉県に
早期整備促進に係る要望活動等を実施する。
［常盤通佐間線］立体交差部の構造変更について、
埼玉県と調整する。

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて早期整備促進
のため、要望活動を実施した。
　（参考：進捗状況）北進大橋下部工築造工事
［常盤通佐間線］県に対し早期事業化の要望を行っ
た。また、公有地の拡大の推進に関する法律の規定に
基づき先行用地買収を実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて、埼玉県に
早期整備促進に係る要望活動等を実施する。
［常盤通佐間線］立体交差部の構造変更について、
埼玉県と調整する。

［停車場酒巻線BP］地元協議会を通じて早期整備促進
のため、要望活動を実施した。
　（参考：進捗状況）一般部の道路改築工事
［常盤通佐間線］県に対し早期事業化の要望を行っ
た。また、公有地の拡大の推進に関する法律の規定に
基づき先行用地買収を実施した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

事業の目的及び概要
東西軸と比較して整備が進んでいない南北軸の幹線道路（都市計画道路常盤通佐間線、県道行田市停車場酒巻線バイパス）について、整備を促進し、市内の交通ネットワークの向上及び市民の
利便性向上を図る。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

県道行田市停車場酒巻線バイパス2期区間の開通、都市計画道路常盤通佐間線の都市計画変更完了

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

方針 ２１ 利便性を高める交通環境を充実させる 方針
施策 ２１１ 幹線道路ネットワークの充実 施策

分野 ２ 道路・交通に関する方針 分野

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 都市整備部
課 都市計画課
担当 計画担当

プロジェクト名 B11 南北軸幹線道路の整備促進

基本目標 ２－２ 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標

施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段施策の目的を実現するための手段



【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 建設部
課 道路治水課
担当 道路建設担当

プロジェクト名 Ｂ１１ 南北軸幹線道路の整備促進

基本目標 2-2 良好な都市環境が整った交通利便性の高いまち 基本目標
分野 2 道路・交通に関する方針 分野
方針 21 利便性を高める交通環境を充実させる 方針
施策 211 幹線道路ネットワークの充実 施策

事業の目的及び概要生活環境の利便性向上と地域間交流の促進及び交通ネットワークの強化を図るため、中江袋地区・南北道路・持田前谷線等の幹線道路整備を促進させる。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

・中江袋地区供用開始区間を事業計画区間1610mに対して1190mとする。　・南北道路供用開始区間を事業計画区間5200mに対して4790mとする。
・持田前谷線供用開始区間を事業計画区間3000mに対して2337mとする。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25 ・中江袋地区幹線事業の実施
・中江袋地区幹線事業の道路改良工事(L=275m)を実施
した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H26 ・中江袋地区幹線事業の実施
・南北道路整備事業の実施

・中江袋地区幹線事業の道路改良工事(L=180m)を実施
した。
　※目標達成【計画区間1610mに対して1190m供用開
始】
・南北道路踏切拡幅工事(L=26.5m)を実施した。
 ※目標達成【計画区間5200mに対して4790m供用開始】

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H27
・南北道路整備事業の実施
・持田前谷線整備事業の実施

・南北道路整備事業についてはH26に目標達成
・持田前谷線整備事業の実績はなし
・持田前谷線整備事業については、行田市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略や市政懇談会などの内容を踏
まえ、事業の選択と集中を図るうえで延期することと
した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

H28 ・南北道路整備事業（未整備区間）の検討
・行田市まち・ひと・しごと創生総合戦略などの内容
を踏まえ、事業の選択と集中を図るうえで、今後の整
備方針について引き続き検討中である。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

H29 ・南北道路整備事業（未整備区間）の検討 変更なし
・行田市まち・ひと・しごと創生総合戦略などの内容
を踏まえ、事業の選択と集中を図るうえで、今後の整
備方針について引き続き検討中である。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

施策の目的を実現するための手段


